
０
０
６
年
初
め
に
開
催
さ
れ
た
ト

リ
ノ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
に
お
い
て
、
も
っ

と
も
注
目
さ
れ
る
聖
火
ト
ー
チ
と
聖
火

台
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
を
イ
タ
リ
ア
の
カ
ロ

ッ
ツ
ェ
リ
ア
、
ピ
ニ
ン
フ
ァ
リ
ー
ナ
が
担

当
し
た
こ
と
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

ピ
ニ
ン
フ
ァ
リ
ー
ナ
と
い
え
ば
、
一
般

的
に
は
ク
ル
マ
の
デ
ザ
イ
ン
、
な
か
で
も

フ
ェ
ラ
ー
リ
の
デ
ザ
イ
ン
を
長
年
に
渡
っ

て
担
当
す
る
存
在
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
１
９
５
２
年
の
２
１
２
イ
ン
タ
ー
か

ら
始
ま
り
、
近
年
で
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
モ

デ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
て
お
り
、
５０

年
以
上
も
良
好
な
関
係
を
保
ち
続
け
て
い

る
。
最
近
で
は
、
本
誌
で
何
度
か
フ
ィ
ー

チ
ャ
ー
し
た
P
４
／
５
の
よ
う
な
ス
ペ
シ

ャ
ル
モ
デ
ル
の
製
作
も
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
ピ
ニ
ン
フ
ァ
リ
ー
ナ
は
、
フ
ェ
ラ
ー

リ
の
場
合
、
デ
ザ
イ
ン
分
野
だ
け
の
仕
事

に
終
始
す
る
が
、
昔
か
ら
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
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多
分
野
で
活
躍
す
る

精
鋭
デ
ザ
イ
ン
集
団
。

フ
ェ
ラ
ー
リ
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
ク
ル
マ
の
世
界
で
の
存
在
感
が

際
立
つ
ピ
ニ
ン
フ
ァ
リ
ー
ナ
だ
が
、
す
で
に
20
年
以
上
前
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
て
い
る
。

そ
の
活
動
を
主
導
す
る
の
が
、
ピ
ニ
ン
フ
ァ
リ
ー
ナ
・
エ
ク
ス
ト
ラ
社
だ
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
精
鋭
デ
ザ
イ
ン
集
団
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
。

ピニンファリーナの

2
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ラ社が手を取り合って、ダブルネームのスプマンテ（スパークリン
グワイン）を発売した。もっとも甘いテイストのAs t i、エクストラ
ドライのProsecco、そしてRoseの3アイテムだ。
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ン
グ
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
、
車
両

の
委
託
生
産
ま
で
請
け
負
う
こ
と
が
で
き

る
イ
ン
フ
ラ
ま
で
完
備
し
て
い
る
。
現
在

は
、
ア
ル
フ
ァ
・
ス
パ
イ
ダ
ー
や
ボ
ル
ボ

C
７０
カ
ブ
リ
オ
レ
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
あ

る
ボ
ル
ボ
と
の
合
弁
会
社
で
生
産
）
を
自

社
工
場
で
生
産
。
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
か
ら

始
ま
り
、
ラ
イ
ン
生
産
に
至
る
ま
で
、
総

合
的
に
ク
ル
マ
の
開
発
に
携
わ
て
い
る
の

だ
。
ち
な
み
に
ピ
ニ
ン
フ
ァ
リ
ー
ナ
の
工

場
で
生
産
さ
れ
る
モ
デ
ル
に
の
み
、
エ
ン

ブ
レ
ム
と
ロ
ゴ
を
組
み
合
わ
せ
た
お
馴
染

み
の
プ
レ
ー
ト
が
装
着
さ
れ
、
デ
ザ
イ
ン

だ
け
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
は
、
ロ
ゴ
の
み
が

与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
ク
ル
マ
関
係
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
集
団
で
あ
る
ピ
ニ
ン
フ
ァ
リ
ー
ナ

が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
聖
火
ト
ー
チ
と
聖

火
台
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
こ
と
を
意
外
に
思

っ
た
方
も
多
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し

彼
ら
は
こ
れ
ま
で
に
も
ク
ル
マ
以
外
の
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
数
多
く
手
掛

て
き
た
。
公
に
発
表
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

も
（
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
意
向
で
、
デ
ザ
イ

ン
し
た
こ
と
を
公
表
し
な
い
場
合
も
あ

る
）
相
当
な
数
の
商
品
デ
ザ
イ
ン
を
し
て

い
る
た
め
、
全
部
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
大
き
さ
を
問
わ
ず
、
そ
れ
は
多
分

野
に
及
ん
で
い
る
。
小
さ
い
も
の
で
は
、

携
帯
電
話
、
花
瓶
、
ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
の

球
、
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
、
ト
ラ
ベ
ル
ケ

ー
ス
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
ボ
ト
ル
、

ア
イ
・
ウ
エ
ア
。
大
き
な
も
の
で
は
、
キ

ッ
チ
ン
、
ベ
ッ
ト
、
ロ
ー
ド
レ
ー
サ
ー
。

意
外
な
と
こ
ろ
で
は
、
ド
ア
ノ
ブ
や
ジ
ャ

グ
ジ
ー
バ
ス
ま
で
含
ま
れ
る
。
世
界
各
国

の
企
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
日
本

の
企
業
で
は
、
ホ
ン
ダ
（
パ
ワ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
タ
ー
）
や
ミ
ズ
ノ
（
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
）、
カ
シ
オ
（
腕
時
計
）
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
る
な
ど
、
オ
フ
ィ
ス
用
品
か

ら
家
電
に
家
具
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
に
至
る

ま
で
生
み
出
し
て
き
た
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
実
績
は
、
ク
ル
マ
関

係
を
メ
イ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
と
す
る
ピ
ニ
ン
フ

ァ
リ
ー
ナ
社
で
は
な
く
、
１
９
８
６
年
に

設
立
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
企
業
の
ピ
ニ
ン
フ

ァ
リ
ー
ナ
・
エ
ク
ス
ト
ラ
社
が
積
み
上
げ

て
き
た
も
の
だ
。
日
本
で
は
、
そ
の
存
在

自
体
こ
そ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

同
社
は
、
デ
ザ
イ
ン
国
イ
タ
リ
ア
が
誇
る
、

ク
リ
エ
ー
タ
ー
集
団
な
の
で
あ
る
。

そ
の
精
鋭
集
団
を
会
社
創
設
か
ら
率
い

て
き
た
パ
オ
ロ
・
ピ
ニ
ン
フ
ァ
リ
ー
ナ

は
、
社
長
（
ピ
ニ
ン
フ
ァ
リ
ー
ナ
社
の
副

社
長
も
兼
務
す
る
）
で
あ
り
、
デ
ザ
イ
ナ

ー
で
も
あ
る
。

「
８６
年
ま
で
は
、
ク
ル
マ
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
商
品
を
チ
ェ
ン
ト
ロ
ス
テ
ィ
ー

レ
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を

ク
ル
マ
関
係
以
外
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

デ
ザ
イ
ン
を
す
る
企
業
と
し
て
独
立
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
ピ
ニ
ン
フ
ァ
リ
ー
ナ
・

エ
ク
ス
ト
ラ
社
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
２

０
０
５
年
か
ら
は
、
そ
の
棲
み
分
け
も
よ

り
明
確
に
な
り
、「
水
（
ボ
ー
ト
な
ど
の

船
舶
関
係
）」
と
「
空
気
（
航
空
機
関
係
）」

の
分
野
を
エ
ク
ス
ト
ラ
社
、
自
動
車
、
電

車
、
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
土
」
の
分
野
を
ピ
ニ

ン
フ
ァ
リ
ー
ナ
社
の
チ
ェ
ン
ト
ロ
ス
テ
ィ

ー
レ
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
ピ
ニ
ン
フ
ァ
リ
ー
ナ
・
エ
ク
ス

ト
ラ
社
は
創
設
以
来
２０
年
の
歴
史
を
数
え

ま
す
が
、
分
野
を
問
わ
ず
、
数
多
く
の
企

業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
き
ま
し

た
。
私
自
身
も
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す
か
ら
、

ス
タ
ッ
フ
た
ち
と
共
に
、
多
種
多
様
な
も

の
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
が
、
基
本
と

し
て
掲
げ
て
き
た
デ
ザ
イ
ン
フ
ィ
ロ
ソ
フ

ィ
ー
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ

ナ
ル
（
機
能
的
）
で
あ
る
こ
と
。
当
然
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
制
約
の
あ
る
中
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で
も
、
そ
の
哲
学
だ
け
は
貫
い
て
き
ま
し

た
。
我
々
は
流
行
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
ま

っ
た
く
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
以
上
、
ス
タ

イ
リ
ッ
シ
ュ
や
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
な
だ

け
で
は
通
用
し
な
い
の
で
す
。

ま
ず
デ
ザ
イ
ン
を
始
め
る
前
に
、
依
頼

さ
れ
た
商
品
が
ど
れ
く
ら
い
の
ラ
イ
フ
ス

パ
ン
を
持
っ
て
い
る
か
を
リ
サ
ー
チ
し
ま

す
。
短
く
て
２
年
、
長
く
て
３０
年
、
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
い
つ
も
心
掛
け
て
い
る
の

は
、
そ
の
期
間
を
考
慮
し
な
が
ら
も
年
月

が
経
っ
て
も
飽
き
の
こ
な
い
デ
ザ
イ
ン
を

ク
リ
エ
ー
ト
す
る
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
洗
練

さ
れ
、
モ
ダ
ン
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

す
が
、
常
に
根
底
に
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
の
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
重
視
す
る
の
は
、
機
能
で

す
。
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
で

も
、
使
い
づ
ら
か
っ
た
ら
ま
っ
た
く
意
味

が
な
い
。
だ
か
ら
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が

問
わ
れ
る
の
で
す
。
そ
の
点
、
我
が
社
に

は
、
ク
ル
マ
で
蓄
積
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
し
、
各
専
門
分

野
に
長
け
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
も
い
る
。

加
え
て
素
材
の
知
識
、
成
形
技
術
な
ど
も

持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
機
能
的
な
デ
ザ
イ

ン
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

そ
し
て
パ
オ
ロ
・
ピ
ニ
ン
フ
ァ
リ
ー
ナ

は
最
近
、
自
ら
も
参
画
し
て
新
し
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
完
了
さ
せ
た
ば
か
り
だ
。
同

じ
イ
タ
リ
ア
・
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の
ア
ス
テ

ィ
に
あ
る
、
ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
の
ガ
ン
チ

ア
（
G
A
N
C
I
A
）
社
と
取
り
組
ん
だ

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
が
そ
れ
だ
。
も

GENROQ 138

ピニンファリーナ・エクストラ社　プレジデント＆CEO

ハイグレードな仕事環境を提案するオフィスインテリ
アメーカー、Uf f i x。LUNAは、写真のとおりエクスト
ラ社のセンスが十二分に発揮されているシリーズで、
2006年のミラノ国際家具見本市でも高い評価を得た。

世界で初めてジェットバスを開発して名を馳せたアメ
リカのJacuzz i社からの依頼で、デザインしたバズル
ームのMorphos i sシリーズ。もちろんジェットバス
で、マッサージ機能などを搭載している最新型。

ワールドカップモデルに続き、トリノ・オリンピック
モデルとして、RANGEとコラボしてつくったスキー
ブーツ、F lu i d。ピニンファリーナの風洞実験施設に
おいて、空力テストを行って開発した本格派だ。

ピニンファリーナ・エクストラ社を率いるパオロ・ピニンファ
リーナは、日本の自動車メーカーとも仕事をした経験があり、
数ヵ月だが東京に長期滞在したこともあるそうだ。東京にエネ
ルギッシュな印象を持っているようで、キーティング・ホテル
のようなホテルのプロデュースをしてみたいと考えている。

Pininfarina 
Extra

全仕事。
ピニンファリーナの

Paolo Pininfarina

ジャンルを問わないとはい
え、ポータブルハードドラ
イブまでデザインしている
エクストラ社。このアイテ
ムはSimple Tech製で容量
は40GBから100GBまでラ
インアップし、カラーコー
ディネートも手掛けた。ア
メリカのみで販売される。

*P136-139/ピニン.qxd  07.1.19 10:55  ページ 138



ち
ろ
ん
中
身
で
は
な
く
、
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル

の
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
の
だ
が
、
パ
オ
ロ
・

ピ
ニ
ン
フ
ァ
リ
ー
ナ
に
と
っ
て
、
こ
の
仕

事
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
越
え
た
想
い
入
れ

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
私
の
お
じ
い
さ
ん
（
バ
テ
ィ
ス
タ
・
フ

ァ
リ
ー
ナ
）
は
、
１
８
９
３
年
に
ガ
ン
チ

ア
社
が
あ
る
ア
ス
テ
ィ
近
郊
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
私
は
お
じ
い
さ
ん
が
好
き
で
し
た

し
、
ア
ス
テ
ィ
は
ワ
イ
ン
の
名
産
地
で
ガ

ン
チ
ア
社
も
よ
く
知
っ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
こ
の
仕
事
が
ま
と
ま
っ
た
時
は
、
素

直
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
私
は
彼
の
こ

と
を
想
い
、
３
種
類
の
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

ワ
イ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
し
っ
か
り
仕
事
し
た
つ
も
り
で
す（
笑
）。

普
通
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
は
、
紙
を

貼
る
だ
け
で
す
が
、
ボ
ト
ル
全
体
を
薄
い

フ
ィ
ル
タ
ー
で
包
ん
で
、
そ
の
上
に
特
殊

な
印
刷
を
施
し
て
い
ま
す
。
ボ
ト
ル
上
部

の
コ
ル
ク
カ
バ
ー
は
、
飲
む
時
に
一
気
に

剥
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
は

パ
テ
ン
ト
を
取
得
し
て
い
ま
す
」。

ボ
ト
ル
の
デ
ザ
イ
ン
と
い
え
ど
も
、
見

た
目
だ
け
で
な
く
、
機
能
も
盛
り
込
む
と

い
う
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
は
、
ス
パ
ー
ク
リ

ン
グ
ワ
イ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
貫
か
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

さ
ら
に
ピ
ニ
ン
フ
ァ
リ
ー
ナ
・
エ
ク
ス

ト
ラ
社
は
、
現
在
新
し
い
試
み
に
挑
ん
で

い
る
。
な
ん
と
最
新
の
作
品
は
、
ホ
テ
ル
。

ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
あ
る
キ
ー

テ
ィ
ン
グ
・
ホ
テ
ル
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を

請
け
負
っ
た
の
だ
。
主
に
ホ
テ
ル
内
部
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
依
頼
さ
れ
た
の
だ

が
、
１
８
９
０
年
に
建
て
ら
れ
た
ク
ラ
シ

カ
ル
な
外
観
を
そ
の
ま
ま
に
、
イ
タ
リ
ア

ン
・
テ
イ
ス
ト
を
盛
り
込
ん
だ
ク
ラ
シ
ッ

ク
＆
モ
ダ
ン
な
空
間
を
演
出
し
て
い
る
。

宿
泊
ル
ー
ム
の
内
部
は
、
レ
ン
ガ
を
露
出

さ
せ
た
壁
や
木
製
の
調
度
品
、
モ
ダ
ン
な

ソ
フ
ァ
ー
な
ど
を
組
み
入
れ
、
ま
さ
に
デ

ザ
イ
ナ
ー
ズ
ホ
テ
ル
と
い
っ
た
雰
囲
気
。

さ
ら
に
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
ス
ウ
ィ
ー
ト
で

は
、
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
と
リ
ビ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
を
セ
パ
レ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
壁
を
用

い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
央
に
シ
ャ
ワ

ー
ル
ー
ム
を
置
い
た
斬
新
な
レ
イ
ア
ウ
ト

を
採
用
し
て
、
い
い
も
の
だ
け
を
揃
え
た

だ
け
で
な
く
、
空
間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

も
巧
み
に
行
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
新
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
ホ
テ
ル
と

し
て
、彼
ら
の
個
性
が
細
部
に
溢
れ
て
い
る
。

そ
し
て
ピ
ニ
ン
フ
ァ
リ
ー
ナ
・
エ
ク
ス

ト
ラ
社
は
、
最
新
作
品
の
ワ
イ
ン
と
ホ
テ

ル
で
見
せ
た
手
腕
を
、
今
後
も
存
分
に
発

揮
し
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
分
野
で
新
た
な

世
界
を
切
り
拓
い
て
い
く
は
ず
だ
。
次
は
、

ど
ん
な
も
の
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
、
私
た
ち

を
驚
か
せ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

139 GENROQ

Pr ima t i s t社のG46ピニンファリーナは、先代のG70のコンセプト
を踏襲するクルーザーだ。外観はスポーティだが、室内は高級ホテ
ルのスウィートルームような雰囲気で、実にエレガントで豪華絢爛。
3フロア構造でボルボ製ディーゼルエンジンを搭載する。

これまで何度も共同プロジェクトをしてきたイタリアのキッチンメーカー、
Sna ide ro。最新モデルが、このVenusだ。イタリア企業同士の仕事だけに、
とてもキッチンとは思えない美的センスが存分に発揮されている。

イタリアのチェアメーカー、Ares  L i neと
生み出したX tenシリーズは、ハイエンドク
ラスのオフィスチェア。アームレストとカ
ラーリングを施したシートバック部分がア
ルミニウム製で、シンプルデザインながら、
とてもスタイリッシュだ。座面とバックレ
ストは、座る人の動きにあわせてショック
を吸収する。もちろん、機能性は抜群。

イ
タ
リ
ア
ン
デ
ザ
イ
ン
が
世
界
を
席
巻
す
る
。

トリノ・オリンピックの聖火トーチと聖火台は、
ピニンファリーナ・エクストラ社が、そのデザイ
ンを担当した。特にトーチは製作まで行い、パラ
リンピックの分も含めて1万3500本も生産した
のだが、完成までの過程では苦労も多かったよう
だ。冬期オリンピックだったため、聖火を運ぶラ
ンナーたちの走る環境が非常に厳しく、なにしろ
走っている間に聖火が消えてしまっては話になら
ない。主催者側から求められたのは、100m先

からでも炎が見え、雪が降っても消えない性能。
そこで彼らは、このトーチを風洞テストするなど、
さまざまな方策を講じ、完成度を高めていった結
果、＋20度から－20度まで対応し、120㎞/hの
風が吹いても、5000mの標高下でも炎が消えな
いトーチをつくることに成功したのだ。ちなみに
このトーチはもう在庫はないが、値段は380ユー
ロ（約6万円）で、一度火をつけると役目を全う
してしまう仕組みになっている。

TORINO OLYMPIC 2006

聖火トーチと聖火台をデザイン。
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